
 

（４
）ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
災
害
―
電
気
は
比

較
的
早
く
回
復
し
た
が
ガ
ス
は
供
給
停

止
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、安
全
確
認
を
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
１
週
間
停
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。 

（３
）一
人
暮
ら
し
の
大
都
会
―
犠
牲
者

の
内
２
人
は
、独
居
の
高
齢
者
で
地
震 

の
翌
日
以
降
に
見
つ
か
っ
た
。 

（２
）ブ
ロ
ッ
ク
塀
と
家
具
転
倒
よ
る
被

害
者
１５
人
、内
２
人
が
壁
の
倒
壊
に
よ

り
、
３
人
が
家
具
転
倒
に
よ
る
も
の
。 

（１
））住
宅
被
害
全
壊
―
３
棟
、 

半
壊
―
２０１
棟 

半
部
損
壊
―
１
２
７
２
２
棟 

火
災
８
件
―
延
焼
な
し 

被
害
内
容 

① 

飲
料
水
の
１
週
間
分
の
備
蓄
・

ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
備
え 

② 

自
動
車
等
に
よ
る
電
源
の
確
保 

③ 

停
電
の
中
、
安
否
確
認
、
災
害
の

情
報
収
集
の
為
の
ラ
ジ
オ
や
モ

バ
イ
ル
通
信
機
等
の
備
え 

① 

日
頃
か
ら
向
こ
う
３
軒
両
隣 

安
否
確
認
時
の
精
度
ア
ッ
プ 

① 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
チ
ェ
ッ
ク 

② 

家
具
・電
気
器
具
な
ど
の
転
倒

防
止 

① 

家
の
耐
震
チ
ェ
ッ
ク 

② 

耐
震
化
対
策 

③ 

消
火
器
・火
災
報
知
器
・感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
等
の
設
置
。 

被
害
か
ら
学
ぶ
備
え 

日
本
列
島
は
地
震
列
島
！ 
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（そ
の
１
）６
月
18
日
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
、最
大
震
度
６

弱
の
地
震
が
発
生 

地
震
の
規
模
を
示
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（Ｍ
）
６．１
を
観
測
し
た
。 

死
者
５

人
、負
傷
者
４１５
人
、建
物
損
壊
、（火
災
、半
壊
、損
傷
な
ど
）が
１
２
，７
２
２
棟

と
言
う
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
電
気
、水
道
、ガ
ス
、そ
し
て
交
通
機

関
の
都
市
機
能
が
マ
ヒ
し
、関
西
地
方
に
大
き
な
爪
痕
を
残
す
被
害
と
な
っ

た
。
今
後
ま
だ
強
い
揺
れ
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
（写
真
）ま
た
、専
門
家
の
中

に
は
今
回
の
地
震
は
後
述
の
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
前
兆
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。 

           

  

（そ
の
３
）６
月
７
日
土
木
学
会
が
今
後
３０
年
以
内
に
７０
～

８２
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
し
て
い
る 

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
後
の
経
済
被
害
額
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
被
害

額
は
最
悪
の
場
合
、
20
年
間
で
１
，２
４
０
兆
円
と
推
計
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、「
首
都
圏
直
下
型
地
震
」
の
経
済
被
害
額
は
20
年
で
７
３
１
兆
円

に
上
る
と
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
デ
ー
タ
か
ら
、経
済
の
影
響
が
２０

年
続
く
と
し
て
、被
害
額
を
計
算
し
た
と
し
て
い
る
。
一
方
事
前
に
建
物

の
耐
震
化
。
道
路
の
整
備
な
ど
の
対
策
に
よ
っ
て
南
海
ト
ラ
フ
で
５
０
９
兆

円
、首
都
圏
直
下
で
２
４
７
兆
円
、そ
れ
ぞ
れ
減
る
と
し
た
。
今
後
１５
年

程
度
で
災
害
を
完
了
さ
せ
る
よ
う
提
言
し
て
い
る
。 

（
そ
の
４
）政
府
の
地
震
調
査
会
は
６
月
１１
日
、小
規
模
な
地
震
が 

 

相
次
い
で
い
る
千
葉
県
の
東
方
沖
で
、地
下 

プ
レ
ー
ト
の
境
界
線
が
ゆ
っ
く
り
と
動
く 

「
ス
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
現
象 

が
起
き
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。 

過
去
に
は
こ
の
現
象
に
伴
い
震
度
４
前 

後
の
揺
れ
を
観
測
、地
震
も
起
き
て
い 

ま
す
。
専
門
家
は
今
後
比
較
的
大
き
な 

地
震
の
可
能
性
あ
る
と
し
て
、注
意
を 

呼
び
掛
け
て
い
る
。 

 

防災バス見学会のご案内 

防災減災活動の一環として防災体験を兼ねた見学会を 

下記の要綱で実施します。詳細は、別途回覧にてお知らせ致します。 

◆実施日:１０月４日（木） ８時出発クリエイト前～１７時帰宅予定。 

◆行先：そなエリア東京（生存から７２時間生存力をつける防災学習ツァー） 

   キリンビール横浜工場（工場見学と試飲） 

◆申し込み９月３日（月）～９月１０日自治会館にて申し込みください。（月～土午前中） 

◆参加費:お一人 1500 円（申し込み時に常務委員さんにお支払いください） 

◆募集人員：１８名（先着順。定員になり次第締め切るとさせていただきます。 

◆その他:今回のバスツアーは横浜セレモ様にバスを提供していただきました。 

◆主催者:防災部・防災ボランティアグループ共催 

◆問い合わせ:防災ボランティアグループ代表    徳岡（７８２－８３０９） 

今１度お手元の防災備え「あゆみ・安心カード・並びに自治会会員名簿の 
７０ページで点検のうえ・「備え」項を確認してください。 

（そ
の
２
）横
浜
は
全
国
で
２
番
目
の

％
！ 

 

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
６
月
２６
日
、

度
版
で
今
後
30
年
以
内

に
震
度
６
以
上
の
揺
れ
が
起
き
る
確
率
は
、大
幅
に
上
昇
。
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
発
生
が
近
づ
い
て
い
る
と
予
想
さ
れ
、関
東
か
ら
四
国
の
太
平

洋
側
は
微
増
が
続
い
た
。 

 

全
国
の
ト
ッ
プ
は
千
葉
市
の
85

％ 

横
浜
市
は
１７
年
度
版
か
ら
１
ポ
イ 

ン
ト
上
昇
の
８２
％
全
国
で
２
番
目 

に
高
い
確
率
と
な
っ
た
。 

 

地
球
上
に
10
の
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、日
本

列
島
は
４
つ
の
プ
レ
ー
ト
（イ
ラ
ス
ト
）の
境
界
付
近
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
関
東

の
地
下
は
北
米
プ
レ
ー
ト
の
下
に
フ
ィ 

リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
、さ
ら
に
下
に
太 

平
洋
プ
レ
ー
ト
が
潜
り
む
と
言
う
複
雑
な 

構
造
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
に
な
っ
て
、 

日
本
あ
ち
こ
ち
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
地
震
関
連
の
機
関
か
ら
地
震
に
関
す
る
、 

気
が
か
り
な
情
報
が
次
々
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
ス
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
）
図 

全
国
地
震
予
測
地
図 

【大阪北部地震の被害から学ぶ「備え」（自助）】 



 

  

 

６月２７日「見まわり隊（２班）との」非常食体験コラボ！ 

             食事調料班 チーフ  乙川さよ子 
 

〈みまわり隊〉１１名、食事場設営班・食事調理班 14名の計２５名 

レシピは①持ち寄ったお米、②定番になっているカレー。耐熱用のポリ袋に入れ、 

水加減等調理指導班の下、スムーズに進行しました。 

参加された方の感想・意見は 

①みんなで体験が出来て良かった。 

②お米を洗ってなかったが、気にならなかった。 

③水の節約になることが分かった。 

④食事調理搬のアドバイスも回を重ねること、水加減。 

味とも安定してきた。 

皆様の協力でとてもいい体験できました。 

有難うございました。 

 

見まわり隊 ２班  若杉春子 
 

６月２７日、非常食体験に参加しました。災害時は材料が早く煮えるように野菜はす

べて小さく薄く切り、肉の代わりにオイル漬けのツナ缶、これらをポリ袋に水とカレー

ルーを加えます、よくもんで、カレールーを全体になじませます。お米は洗わずにポリ

袋に入れ適量の水を入れます。カレーもお米も袋の空気を抜き上部を固く締め沸騰し

たたっぷりの湯の中に一緒に入れて茹でます。３０分ぐらい。カレーも、ごはんも思い

がけなく美味しく出来上がりました。初めて参加でしたが、参考に

なったことがいくつかあります。使ったポリ袋が冷蔵・冷凍・湯せん

可の特殊なものだったこと、出来上がったカレーを上部を切ってそ

のまま皿の上に載せるだけ、食器洗いの水も節約できるし、とにか

く非常時には水をいかに大切に使うかを真剣に考えねばと改めて

思いました。 

 

 

 
 

≪スタンドパイプを使った消火訓練≫  

防災ＶＧ代表 徳岡正彦 

  

７月１２日（木）南丸公園で武居釜利谷消防所所長以下 

・釜利谷消防団の指導のもと、消火栓からＳＰを使った 

放水訓練を実施致しました。 

参加者は消防所・消防団・各４名、周辺地区３６名計４４ 

名方々に参加していただきました。今回女性陣の参加 

が目立ちました。関係各位のご協力で有意義な訓練 

が無事終了できました事、厚く御礼申し上げます。 

 

 

≪スタンドパイプを使用した消火訓練の感想≫   

斎藤 良策 ８５－６ 
   

訓練参加は消火知識＆技術向上は勿論、住民の意識改革にとても貢献するものと 

改めて痛感させられた次第です。以下は訓練に関する小生の感想です。 

１．この SPは災害等で火災が、多発し消防がいち早く火災 

現場に駆けつけてくず、且つ小規模消火活動にのみ有効と 

考えます。従い火事発生時、一刻も早く SPを現場に持ち持 

ち込むことが肝要、関ケ谷全体で１セットしか用意されていな 

いと言うのは絶対的に数が不足しています。少なくとも、各 

公園に１セット用意する必要があります。 

２．SPの保管場所及び持ち出し、方法等住民への周知徹底が 

必要です。 

３．参加者の中には、例えばサンダル履き等、とても消火訓練に適した服装とは言え

ない方を散見しました。訓練案内書には、スニーカー＆軍手等、訓練に最低要な服装

を案内すべきではないでしょうか。 

≪防災 VG炊き出し訓練及び懇親会実施≫ 
第２グループ 武居 晋亮 

 

 ７月１６日（月）連休中、猛暑の中、ボランティアメンバー２８名の参加（当日欠席３名、

予約なし参加１名）を得て、２回目の訓練・懇親会を開催しました。 

 今回の炊き出し訓練は食料・物資チーム皆さんの指導のもと、全員参加で各自仕

事の分担をし、手際よくまた和気あいあいと進み、 

有意義な一日でした。 

終了後、皆様から頂いたアンケートに 

① いざという時、お会いしたことのある方々と 

力を合わせ取り組むことは大変良い。 

② 普段からコミュニケーションでお互い仲良くなって 

  おくことは、なによりの防災対策と思う。 

③ 防災発生時の最大の武器は住民の助け合いです。 

訓練・懇親会はその輪作りのキッカケになる。  

等のまさしく訓練・懇親会の核心を突いたご意見をいただき、担当者としては、これ

以上の励ましの言葉はなく、感謝いたしますと共に、関係各位のご協力にお礼申し上

げます。 

             

≪炊き出訓練・懇親会体験談≫     高橋 清 ６１－５ 

「私は、今迄地区外の活動が主体でしたが、最近の西日本地方の災害は他人ご

ととは思えず、町内会活動への関心が高くなって参りました。其の折“炊き出し訓練

と懇親会のご案内”のタイトルに惹かれての今回の参加となりました。参加者２８名

を四班に分けて、各班には熱湯入りの釜とガスコンロがセットされ、その釜の中に各

人持参の米入り耐熱袋を入れる事 15 分で炊き上がり、その後 10 分間蒸らして完成

です。  

その時レトルトのカレー袋も一緒に入れたので、30 分以内で昼食が出来上がりま

した。電気釜に比し半分の時間で調理が出来、その食感も良好でした。独り身の私に

取り得る所大で取り、今後の食生活に取り入れようと思いました。それから、災害時

の簡単食事作り方のレシピを頂き、酒の肴に打って付けのおかずが簡単に作れそう

で、参考にして食卓を賑わせようと考えております。 今回、 食糧・物資チームの

方々にはご苦労をかけましたが、緊急時に本当に役立たつ良い機会であったと

思います。 

 

 ３０年度「要援護者宅訪問」報告 

                   民生委員＋グループリーダー 

 

 昨年１１月に、要援護者のアンケートを実施しました。 

登録いただいた新しい要援護者名簿に基づき、５月の中、栗原自治会長の挨拶文

を携えて家庭訪問を行いました。その状況等を報告いたします。データーとして訪問

した件数、お会い出来た件数、お留守で挨拶状を入れて来た件数は別表の通りです。

アンケート以降に登録抹消の理由は①転居 ②施設入居 ③入院 ④お亡くなりに

なった方 ⑤未提出の方等です。お会いできた方のコメント ①支援の必要を訴え、

訪問者に対し感謝の言葉あり ②自治会を退会したが、サポートしてもらえるのです

か、それは安心です。 ③これからますます支援が必要となりますと訴えられていま

した。訪問して感じたこと ①民生委員の平素の活動（見守り・訪問など）がありスム

ーズに進めることができました ②VG メンバーの支援について理解されていない

お宅も有りました ③年々高齢化は確実に進んでおり、体が思うように動かない、何

かするにも時間がかかる、イライラがつのる等の訴えをされる方が多くみられました 

④災害時独力で対応することが困難と思われるかたが多く VG としてそのような状

況に対応する方策が必要 ⑤高齢化が進む中私たち VGがどこまで立ち入れるか私

たちの課題が残った気がします。 

 

訪問者 要援護者登録数 会えた方 お留守 

戸次明子（民生委員） 

小沢誠一（G リーダー） 

６１名 

（４７世帯） 

５４名 

（４１世帯） 

７名 

（６世帯） 

大橋ひろみ（民生委員） 

小松勝子（G リーダー） 

５５名 

（４２世帯） 

４２名 

（３５世帯） 

１３名 

（７世帯） 

大島房子（民生委員） 

武居晋亮（G リーダー） 

６１名 

（５０世帯） 

４２名 

（３４世帯） 

１9名 

（１６世帯） 

H３０年５月３１日現在 
177 名 

139（世帯） 

１３８名 

（110 世帯） 

39名 

（29世帯） 

 

『防災部 ・ 防災ボランティアの今後の活動予定』 

●８月２１日（火）：防災炊き出し訓練を子供会とコラボ 

●9 月１日（土）：地域防災拠点運営委員会 

●９月９日（日）：スタンドパイプによる消火訓練（北の門公園） 

●９月２２日（土）：自治会防災訓練 

●10 月４日（木）：防災バス見学会（そなエリア東京） 

●１１月１５日（木）：防災だより２２号発行 

●１１月２４日（土）：地域防災拠点訓練リハーサル（本番は１２/２） 

８月 11日納涼大会模擬店照明自動車発電を使用 

              情・通・電リーダー 荒木 健治 

 

今年度の模擬店照明の電気は自動車で発電したも 

のでした。５丁目の山本覚さんが、３年前に購入した乗用 

車には家庭用電気コンセントが標準品として装備されて 

いました。（能力１５００Ｗ）。この車の電気によるものです。 

標準としてではなくても、オプションとして取り付け 

れる車種も多いようです。最近、ＮＨＫの昼の番組で「避 

難所電気も自動車発電…」紹介されました。自動車発電が時流のようです。これから

新車を購入される方には、このような車の検討をお勧めします。上記のような車では

なく、普通の車を既に持っている場合はどうするか。インバター（車のバッテリーの直

流を交流（家庭電気）にする）の購入を勧めます。筆者は１３００Ｗのインバターを用意

しています。大きな地震は勿論いつ起こるかわからない停電、その時冷蔵庫が気に

なるからです。（冷蔵庫だけなら１５０～２００Ｗ）軽四輪でも冷蔵庫対応の発電能力は

あると推測します。ご家庭の車を非常時電源として活用できるようにしておくことを

勧めます。納涼大会発電課題発見の中、無事終了しました！ 
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